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団長要望事項

心身を鍛え、
技能を磨け

駐屯地司令
要望事項

頼もしき
自衛隊員にして、
良き市民たれ

団長統率方針

一致団結

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

一
等
陸
佐

野
崎

英
二
）
は
、
令
和
６
年
４
月
５
日
（
金
）

豊
川
駐
屯
地
、
７
日
（
日
）
松
山
駐
屯
地
、
８
日
（
月
）
大
津
駐
屯
地
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に

お
い
て
一
般
曹
候
補
生
の
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

入
隊
式
に
臨
ん
だ
一
般
曹
候
補
生
は
、
着
隊
し
て
か
ら
約
１
週
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
節
度
の
あ

る
動
作
、
早
く
も
凛
々
し
い
姿
を
披
露
し
た
。

団
長

野
崎
１
佐
は
「
中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
、
本
教
育
に
あ
た
り
諸
官
等
に
「
心
身
を

鍛
え
、
技
能
を
磨
け
」
を
要
望
し
ま
す
。
我
々
が
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
は
、
雨
風
を
問
わ

ず
、
灼
熱
の
夏
の
日
も
凍
え
る
冬
の
夜
も
関
係
な
く
、
山
の
中
、
瓦
礫
の
中
、
濁
流
の
中
で
あ
ろ

う
と
も
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
、

自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
身
に
着
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
訓
示
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
、
約
３
か
月
行
わ
れ
る
こ
の
教
育
で
、
自
衛
官
と
し
て
の
基
本
的
な
知
識
・
技

能
を
修
得
し
、
仲
間
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
立
派
な
自
衛
官
に
な
る
た
め
日
々
訓
練
に
励
み
ま
す
。

～着隊から入隊まで～

着 隊 被服採寸 食 事

宣 誓 基本教練

ベットメイキング

裁 縫

公共場所の清掃被服交付

歩哨訓練 偽 装１２km行進訓練催涙ガス体験 戦闘訓練

立
派
な
自
衛
官
と
な
る
た
め
踏
み
出
し
た
第
一
歩

新
隊
員
た
ち
は
、
駐
屯
地
に
到
着
し
て
か
ら
入
隊
式
を
迎
え
る
ま

で
の
約
１
週
間
、
自
衛
官
に
な
る
た
め
の
最
初
の
準
備
を
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
制
服
な
ど
に
階
級
章
を
縫
い
付
け
た
り
、
敬
礼
や
行
進
な

ど
の
動
作
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
新
隊
員
が
寝
食
を
共
に

す
る
団
体
生
活
が
初
め
て
で
す
。

親
元
を
離
れ
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
班
長
の
指
導
や
同

期
同
士
で
の
励
ま
し
あ
い
で
徐
々
に
生
活
環
境
に
慣
れ
て
い
き
、
着

隊
し
て
１
週
間
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
凛
々
し
い
姿
で
入
隊
式
を
迎

え
ま
す
。

本格的に訓練開始！！！
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大
津
駐
屯
地
（
団
長
兼
大
津
駐
屯
地
司
令

野
崎
１
佐
）
は
、
令
和
６
年
４
月
27
日
（
土
）
、

大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
中
部
方
面
混
成
団

創
立
17
周
年
及
び
大
津
駐
屯
地
創
立
65
周
年

記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
野
崎
１
佐
は
「
事
に
臨
ん

で
は
危
険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の
完

遂
に
努
め
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
。
」

こ
の
宣
誓
に
違
う
こ
と
な
く
、
常
に
国
民
の

た
め
に
黙
々
と
任
務
に
精
励
し
て
ゆ
こ
う
と

激
励
す
る
と
と
も
に
、
「
国
家
防
衛
の
志
を

同
じ
く
し
て
、
こ
こ
大
津
の
地
に
集
う
ご
縁

に
感
謝
し
、
地
域
を
愛
し
、
信
頼
に
応
え
、

我
々
の
立
つ
足
元
か
ら
国
民
の
負
託
に
応
え

て
参
り
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
た
。

観
閲
行
進
は
中
部
方
面
音
楽
隊
の
演
奏
に
合

わ
せ
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
（
副
団
長

伊
藤

１
佐
）
以
下
６
７
０
名
、
車
両
２
６
両
、
航

空
機
２
機
が
参
加
し
、
威
風
堂
々
と
し
た
行

進
を
披
露
し
た
。

式
典
後
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
音

楽
演
奏
、
新
隊
員
２
７
８
名
に
よ
る
自
衛
隊

体
操
、
訓
練
展
示
、
高
機
動
車
体
験
試
乗
等

が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
来
場
し
た
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
た
。

中部方面音楽隊 訓練展示 新隊員による自衛隊体操

エアー遊具 体験試乗 感謝状贈呈式

大
津
駐
屯
地
（
大
津
駐
屯
地
司
令

野
崎
１
佐
）
は
、

令
和
６
年
５
月
18
日
（
土
）
、
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、

駐
屯
地
隊
員
家
族
の
日
「
ホ
ン
モ
ロ
コ
捕
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
ホ
ン
モ
ロ
コ
と
は
、
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
に
分
布

す
る
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
あ
り
琵
琶
湖
固
有
種
で
す
。

琵
琶
湖
に
面
し
て
い
る
駐
屯
地
な
ら
で
は
の
こ
の
行
事

は
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
捕
り
を
実
施
し
て
隊
員
及
び
隊
員
家
族

と
の
親
睦
を
深
め
服
務
意
欲
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
モ
ロ
コ
捕
り
や
、
ち
び
っ
こ
広

場
で
遊
び
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

捕
獲
し
た
ホ
ン
モ
ロ
コ
は
七
輪
で
焼
い
た
り
、
天
ぷ
ら
粉

で
あ
げ
た
り
と
調
理
方
法
は
様
々…

今
回
初
の
試
み
で
行
っ
た
こ
の
行
事
は
大
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。

中部方面混成団友の会会長
田中様 挨拶

大津自衛隊協力会会長
山下様 挨拶

祝賀会食 鏡割り

業務隊 第４陸曹教育隊

第１０９教育大隊混成団本部

駐
屯
地
隊
員
家
族
の
日

～
ホ
ン
モ
ロ
コ
捕
り
～

各部隊の様子ちびっこ広場

中部方面混成団創立１７周年
大津駐屯地創立６５周年

万歳三唱


